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みどりの女神賞 

静岡県森林組合連合会 

 

製品等の名称 森のバリケード 

製品・取組 

の概要 

「森のバリケード」は景観に配慮したバリケードである。 

通常のオレンジと黒のバリケードでは目立ちすぎてしまい、景観を阻害してしまう場合に利用す

る。 

主に人通りの多い商店街や市街地、歴史的な建造物や公園等に使用することを目的とする。 

製品開発・取組の 

きっかけ 

静岡市内の人通りの多い青葉通りで駐輪禁止の周知のために通常のバリケードを設置して

いたが、住民より景観が阻害されているとの苦情が多かった。そのため、景観を損ねないバ

リケードとして、本バリケードを開発、提案し、採用された。 

製品・取組の 

内容・特徴 

・景観を損ねない。 

・地味な配色であることが、逆に人の目に留まる（興味を引く）。 

・看板は障害者支援施設にて加工している。 

間伐材の利用量 

一基あたり 

円柱丸太 4m×Φ60mm…１本 

板材   1m×105×45mm…2枚 

取組による効果等 
違法駐輪が設置前に比べて半減した。 

景観が設置前に比べてチカチカせず、景観を阻害するものが減った。 

製品等の写真、図表 

 

連絡先等 

(住  所)   〒421-1121 

(担当部署等) 購買課 

(電話番号等) TEL：054-648-0045 FAX：054-667-3466 

(ＵＲＬ) http://www.s-kenmori.net/ 
 

  

  

設置写真遠景 設置写真近景 



 

評価コメント 

○【みどりの女神のコメント】 

  これから２０１９ラグビーワールドカップ、２０２０東京オリンピックが開催され、

２０２５にはもしかしたら大阪万博が開かれるかもしれません。 

  そうしたとき、この間伐材のバリケードを使うことができたら、世界各国がきっと

日本の木材利用について興味を持つでしょうし、それが間伐材だと胸を張って世界に

説明できたらすばらしいことです。 

 

○ 街並みに溶け込み、新たな間伐材利用として期待 

○ 街の景観を損なわず、木の質感によって優しさを表現できる 

○ 製品としては単発だが、受容、寛容、柔軟性など木の特性や本質を突く製品づくり

として注目、評価したい。排除や分断、阻止など、木の特質と正反対の潮流にあるよ

うな現代社会。鉄製の堅牢なバリケードは象徴的だが、イベント等の進入禁止柵や工

事現場の注意喚起柵など簡易な足止めには、安堵感や景観調和の優位点もあり、間伐

材の経済的利点の他、精神面での優位性をアピールできる。少々衝突しても車両は傷

まない駐車禁止表示物など汎用性もある。 


